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-pcR法 によりてんかん発作進展 に伴 う
GABAリセプターのα,βサブユニットのメ
ッセージや,GABAトランスポータのメッセ
ージの変化が観察されている｡ このミュータン
トの発作発現時期や発作強度に抑制性GABA
系調節機構の異常が関与していることが示され
ている｡ 電気生理的研究による,GABA系調
節異常についての研究が待たれている｡ この他
IERの発作に対する抗てんかん薬の効果,港
馬苔状線維の発芽,海馬容積の発作進展に伴う
変化,海馬部ペプチド含有神経細胞の異常,脳
波学的検索,SAGE法による海馬メッセージ
発現異常などの研究を平行して進めている｡ こ
のミュータントのてんかん遺伝子のクローニン
グ,てんかん病態の解明はヒトてんかん患者の
遺伝子診断,治療に対し重要な情報を提供する
ことが期待される｡
4.好中球の機能冗進と病態形成
笹田 昌孝
(衛生技術学科)
好中球は生体防御の第一線において重要な働
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